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山
内
教
授
は
、

内
閣
府
が
行

っ
た
全
国
調
査
結
果
と
比
較

で
き
る
設
間
を
求
め
た
。

買

民
幸
福
度
日
本

一
」

を
目
指
す
県
は
２‐
日
、

幸
福

度
に
関
す
る
研
究
会
の
初
会

合

（座
長

・
山
内
直
人
大
阪

大
大
学
院
教
授
、

８
人
）
を

福
岡
市
で
開
い
た
。

委
員
の

企
業
経
営
者
、

学
生
、

高
校

教
頭
な
ど
が

「幸
福
度
」
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、

県

民
意
識
調
査
に
対
し
て
具
体

的
な
提
案
を
し
た
。

幸
福
度
の
と
ら
え
方
に
つ

い
て
山
内
教
授
は
、

座
長
を

務
め
る
内
閣
府
の

「幸
福
度

に
関
す
る
研
究
会
」
の
議
論

を
紹
介
し
な
が
ら
、

一
つ
の

指
標
で
表
す
の
で
は
な
く
、

体
系
的
に
示
す
べ
き
だ
と
指

摘
。

「
（子
育
て
期
や
高
齢

期
な
ど
の
）
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
幸
福
度
の
違
い
を
見
る

こ
と
が
必
要
」
と
述
べ
た
。

西
南
女
学
院
大
の
杉
原
好

製

雪

畢
福
唇

展

や
社
会
、

価
値
観
が
変
わ
れ

ば
変
わ
る
」
と
し
て
、

山
内

教
授
の
考
え
に
同
意
し
た
。

九
州
工
業
大
３
年
の
日
高
征

一
さ
ん
は
、

筑
豊
地
区
で
の

サ
ー
ク
ル
活
動
を
も
と
に

冠

域
の
文
化
を
知
る
こ
と

が
心
の
豊
か
さ
に
つ
な
が

る
」
と
語
っ
た
。

県
は
県
民
の
幸
福
実
感
を

把
握
す
る
た
め
に
、

こ
の
夏

に
も
２
５
０
人
の
県
政
モ
ニ

タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
と
数
千
人

規
模
の
県
民
意
識
調
査
を
実

施
す
る
予
定
。

結
果
を
分
析

し
た
う
え
で
、

幸
福
度
を
高

め
る
施
策
を
具
体
化
す
る
方

籍

。　
　
　
　
　
　
“

意
識
調
査
に
関
し
て
は
、

地
域
事
情
を
反
映
さ
せ
る
た

め
の
注
文
が
相
次
い
だ
。

杉

原
教
授
は

「福
岡
県
は
生
活

保
護
の
受
給
率
が
高
い
。

経

済
的
に
吉
労
し
て
い
る
人
の

意
見
を
聴
く
こ
と
が
必
要
」
。


